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令和３年度 つるみ・地域元気づくり事業補助金 対象事業のご紹介 
鶴見区役所 区政推進課 地域力推進担当 

「つるみ・地域元気づくり事業補助金」とは 
地域活動をやってみようかなと考えている皆様のきっかけづくりや、実際に地域活動をされている

皆様を、補助金で支援します。 
例えば、「サロン（多様な人々の居場所づくり）」、「高齢者向け健康体操」、「鶴見区の情報や魅力の

発信」、「安心安全のまちづくり」など、地域の様々な課題解決に取り組む区民等の活動が対象で、補

助期間は最長３年間です（毎年度申請が必要で、その都度審査を行います）。次の３つの補助金があり

ます。 

○つるみ・地域のつながり応援事業補助金（※） 
○つるみ・元気アップ事業補助金（※） 
〇鶴見区新たなチャレンジ応援補助金 
 ※ つるみ・地域のつながり応援事業補助金及びつるみ・元気アップ事業補助金については、令和

３年度の補助対象事業については、令和元年度から補助金を交付している事業のうち、令和３年

度に３年目となる継続団体のみ申請を受け付けています。 
 

 
つるみ・地域のつながり応援事業補助金 

自治会町内会を含む２つ以上の団体が連携して実施する事業を支援します。 
［対象経費の 10 分の 9 以内、上限額 30 万円］ 

 交付団体 事業名・主な内容  

１ ＮＰＯ法人 子ども

と共に歩むフリース

ペースたんぽぽ 

「若者と高齢者をつなぐ交流ひろば」 
不登校の子どもたちの実態を知ってもらい、地域で子どもの権利

や不登校への理解を深める。また、不登校の若者たちのスキルを

使って、地域の高齢者がスマホの操作を楽しく学ぶ中で、交流を

深め、地域の高齢者を元気にすることを目的とする。 

○子どもたちにいろいろな体験をしてもらいたいという願いのもと

に、地域の高齢者も招いての落語会や、子どもたちと高齢者の交

流を実施 

○不登校の若者が高齢者に教える LINE 講座や Zoom 講座の実施 

３
年
目 

２ ＮＰＯ法人 史季の

郷 
「地域のつながりで介護予防・健康増進「つながりクラブ」」 
地域の高齢者の健康増進を図り、要介護状態の予防と健康寿命の

伸長を目指す。 

○地域の高齢者が主体的に参加できる各種活動を分科会形式で実施 
● 回想法、脳トレ 
● 歴史文化ウォーキング 
● 手芸（お手玉、折り紙等）、園芸療法（農業体験）など 

３
年
目 
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つるみ・元気アップ事業補助金 

原則事業開始３年以内の事業を支援します。 
［対象経費の 10 分の 7 以内、上限額 1 年目 10 万円・2 年目 8 万円・3 年目 7 万円］ 

 交付団体 事業名・主な内容  

１ ケアラーズカフェ 

つむぎサロン 
「つむぎサロン運営事業」 
高齢化が進み、要介護者が増える中、家族を介護する介護者（ケ

アラー）も今後さらに増えることが予想される。 
しかし現状は、介護者は孤立しやすく、気軽に相談できる場所が

少ないという課題がある。そこで、介護者の居場所「ケアラーズ

カフェ」をつくり、介護者が安らげる場所、地域と交流できる場

所を提供する。 

○ケアラーズカフェや介護者向け講座 

〇幅広い世代が参加できるオンライン講座 

〇LINE によるオンライン相談 

３
年
目 

 
鶴見区新たなチャレンジ応援補助金 

新たな立上げ（事業開始３年以内）または既存の事業を発展させる取組を支援します。 
［対象経費 上限額 1 年目 10 万円（補助対象経費の 10 分の９以内）・2 年目５万円（補助対象経費の     

10 分の５以内）・3 年目３万円（補助対象経費の 10 分の３以内）］ 

 交付団体 事業名・主な内容  

１ つるみ machi 
づくりの会 

＜つるみ machi ミーティング 情報発信力強化事業＞ 
つるみ machi ミーティングは、毎回、地域の課題を１つ取り上

げ、話し合いをする場であり、次の３つを目的とする。 
①地域課題解決に向けた取組や活動者を共有する。 
②課題に対して参加者が自由に発言・意思交換できる場をつくる。 
③特に現役世代で地域活動している人のネットワーク形成 
 

〇つるみ machi ミーティングの集客力や認知度向上のため、情報

発信力を強化する（ホームページの作成、LINE@の開設等） 

１
年
目 

２ 横濱つるみきもの倶

楽部 
＜横濱つるみきもの倶楽部＞  
 鶴見区は、たくさんの外国人が住んでいるが、なかなか日本人と

交流する機会がないという声を聞く。 
そこで、日本人もなかなかふれる機会のない日本文化の講座やイ

ベントを開催し、国際交流ができる場を作る。また、国際交流だ

けでなく、子育て世帯や仕事を引退した高齢者、鶴見区に引っ越

してきたばかりで知り合いがまだ少ない人等を対象とした世代間

交流も目指す。 
 

〇着物体験を通じた多文化共生・世代間交流 
・月１回の着物体験（国際交流ラウンジ） 
・季節ごとの着物体験イベント 
（夏の浴衣、秋の七五三、10 月・２月頃の振袖着付け体験） 

１
年
目 
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３ ふるさと寺尾実行委

員会 
＜ふるさと寺尾、地域活性化イベント運営事業＞ 
 新型コロナウイルス感染症の影響で地域のイベントが中止となっ

ている現状をふまえ、地域の衰退を防ぎ、地域活性化と人と人の

つながりを保つため、安全と安心への配慮をした地域イベントを

企画・実施する。 
 
〇「東寺尾ハロウィン（ウォークラリー）」の実施 
〇「東寺尾 俳句・川柳コンテスト」の実施 
〇「おいでよ白幡の森（クイズラリー）」の実施 

１
年
目 

４ 馬場チルドレン ＜児童を対象としたレクリエーション運営事業＞ 
 新型コロナウイルス感染症の影響で子どもの遊び場や機会が減少

している現状をふまえ、レクリエーション活動を通して、地域コ

ミュニティの形成やコミュニティにおける地域の活性化を図る。 
 
〇「せせらぎウォーク（ウォークラリー）」の実施 
〇「桜を見る会」の実施 

１
年
目 

５ 生麦盛り上げ隊 ＜生麦 de 日曜マルシェ＞ 
 新型コロナウイルス感染症の影響で衰退した商店や地域住民の賑

わいを取り戻すため、自治会町内会や地域の小学校と連携しなが

ら、 第２・４日曜日の月２回、生麦駅周辺や安養寺の参道にて、

感染防止対策を取りながら、テイクアウト主体のマルシェを開催

する。 
 
〇「生麦 de 日曜マルシェ」の開催 

１
年
目 

※ 「事業名・主な内容」については、各補助金交付団体からの申請内容をまとめたものです。 


